
 

GPSの位置情報を森林計画図に載せるには  

 

 

１ はじめに 

森林を適正に管理する上で、森林内での現在位

置を把握することはとても重要です。例えば、間

伐等の森林整備を行った場所の履歴管理や災害発

生位置の調査、森林所有境界の位置確認など、

様々な場面で必要になります。 

かつては、森林内で現在位置を知る方法は、基

準点から延々と地上測量をするか、周辺の地形と

地図を見比べて、現在位置を確認する方法しかあ

りませんでした。しかし、近年ではＧＰＳ等の衛

星測位技術が発達したことにより、誰でも比較的

容易に現在位置を知ることができるようになりま

した。 

一方、森林を管理するときに利用する地図には、

多くの場合で森林計画図を用いています。森林計

画図には、1/5,000 縮尺の地形図に重ねて森林の

区画（林班、小班、施業班）や林道線形などが記

載されています。森林簿の情報とあわせて利用す

れば、調査地の林相や法令指定の有無なども把握

できます。森林計画図は、地方事務所の林務課等

に申請すれば入手することができます。 

ＧＰＳによる現地の位置情報と、森林の情報が

詰まった森林計画図を組み合わせて使うことがで

きれば、より効率的に森林管理を行うことができ

ます。ただし、ＧＰＳと森林計画図を組み合わせ

るためには表示単位や測地系をそろえる必要があ

ります。ここでは、ＧＰＳに表示される位置情報

を森林計画図に重ねるために知っておかなくては

ならない、緯度・経度と平面直角座標、日本測地

系と世界測地系について解説します。 

 

２ ＧＰＳとは 

ＧＰＳとは、人工衛星からの信号を使って地球

上の現在位置を測定する、米国が開発した衛星測

位システムの名称です。 

衛星測位システム用の人工衛星にはとても正確

な時計が内蔵されており、発信時刻情報付きの電

波を常に地上に向けて発信しています。地上の受

信機では、その電波を受信した時刻と発信した時

刻の差により、人工衛星からの距離を計算します。

最低４機の人工衛星からの電波を受信することに

より、現在位置を測位できるという仕組みです。

近年ではＧＰＳ機器は小型化、高精度化、低価格

化が進みました。ハンディタイプのＧＰＳ（写

真）なら比較的安価に購入でき、周辺の地形条件

等にもよりますが、森林内でも数メートル程度の

誤差精度で現在位置を把握することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 ハンディタイプのＧＰＳ機器 

 

３ 緯度・経度と平面直角座標 

 私たちがよく手にする地図の表示単位には、大

きく分けると２種類あります。１つは緯度・経度

で表示されている地図です。国土地理院で発行し

ている 1/25,000 地形図等がこれに当たります。

地形図の枠線は長方形に見えますが、実は左右、

上下の長さが少しずつ異なっており、日本では下

辺より上辺の方が短くなっています。これは丸い

地球を縮小しているためです。１/25,000 地形図

の全図画を繋ぎ合わせると、地球の１/25,000 の

球面ができあがります。一般的なＧＰＳはこの緯

度・経度で表示されます。 

もう一つの表現方法は、平面直角座標と呼ばれ

るメートル表示で、森林計画図はこれに当たりま

す（図-1）。方眼のような直交する軸を持つ平面

上に地球を投影し、原点からの距離を表示してい

ます。この方法で描かれた地図では、図上の距離

や面積を計算するのに便利です。しかし、本当は

丸い地球を平らな方眼紙上に投影しているため、

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E5%9C%B0%E7%90%83


原点から離れるにつれて投影による誤差が増大し

ます。そのため、誤差を 1/10,000 以内に収める

ように日本を 19 の座標系に分割しました（図

２）。長野県はその８番目の座標系（第Ⅷ系）に

属し、原点は南佐久郡南牧村にあります。 

ＧＰＳでの位置情報は、緯度・経度で表示され

るのに対し、長野県の森林計画図は第Ⅷ系原点か

らの距離（メートル）で表示されているため、Ｇ

ＰＳで測位した位置情報を森林計画図上に重ねる

ことができないのです。 

そこで、国土地理院では、緯度・経度と平面直

角座標系の変換プログラム※１を公開しており、

Ｗｅｂ上でも変換が可能です。例えば、林業総合

センター本館前でＧＰＳ測位すると、北緯 36 度

00 分 37.0 秒、東経 137 度 59 分 42.1 秒と表示さ

れます。これを平面直角座標系（第Ⅷ系）に変換

すると、Ｘ（縦方向）＝1258.2ｍ、Ｙ（横方向）

＝-45519.9ｍになります（図１）。これなら森林

計画図に位置を記すことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図-1 森林計画図（2010年度版） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 日本の平面直角座標系原点 

４ 日本測地系と世界測地系について 

 地球上の位置を緯度・経度で表すための基準を

測地系といいます。 

日本では、明治時代に天文観測により決定した

東京天文台の位置を国内の測地の原点とし、地球

の形をベッセル楕円体という形にあてはめて計算

してきました。この測地系を「日本測地系」と呼

びます。しかし、今日では衛星測位システム等の

発達により地球規模で測位ができるようになった

ため、地球全体の形をより正確に表した測地系を

構築する必要が生じました。こうして、新たに作

成した測地系が「世界測地系（日本測地成果

2000）」です。日本測地系と世界測地系では約

400ｍのずれが生じます。 

日本では 2002 年の測量法の改定から世界測地

系を採用しており、長野県の森林計画図も 2008

年度の森林ＧＩＳの稼働に伴い、世界測地系に準

拠した表記に移行しました。そのため、それ以前

に作成された青焼きの森林計画図は日本測地系で

記されているので、注意が必要です。 

測地系についても、国土地理院の変換プログラ

ム※１で変換できます。 

 

５ おわりに 

 ご紹介したように、ＧＰＳは世界測地系の緯

度・経度表示であるのに対して、我々が利用する

森林計画図は、世界測地系（2008 年度より古い

ものは日本測地系）の平面直角座標（メートル）

で描かれています。このことを理解し、数値を正

しく変換することで、ＧＰＳで表示される位置情

報を森林計画図上に重ねることが可能になります。 

ＧＰＳと森林計画図を組み合わせて活用するこ

とで、森林管理の効率化が図られることを願いま

す。 

（育林部 戸田堅一郎） 

 
 
（掲載ＵＲＬ） 
※１ http://vldb.gsi.go.jp/sokuchi/tky2jgd/ 
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X= 1258.2   北緯 36°00′37.0″

Y= -45519.9  東経137°59′42.1″ 

平面直角座標系 第Ⅷ系 （日本測地成果 2000 準拠） 


